
厚
生
年
金
と
共
済

年
金
と
の
制
度
間
の

差
異
を
基
本
的
に
厚

生
年
金
に
揃
え
て
解

消
さ
れ
ま
し
た
。

解
消
さ
れ
た
主
な

項
目
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

一
、
年
金
加
入
年
齢

を
統
一

厚
生
年
金
の
加
入

に
は
年
齢
制
限
が
あ

り
、
一
定
の
要
件
を

満
た
す
方
は
七
十
歳
ま
で
加
入
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
私
学
共
済
を
除
く
共

済
年
金
に
は
年
齢
制
限
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
共
済
年

金
の
加
入
年
齢
制
限
を
七
十
歳
と

し
ま
し
た
。

二
、
未
支
給
年
金
の
給
付
範
囲
を

統
一

未
支
給
年
金
と
は
、
年
金
受
給

者
が
亡
く
な
っ
た
と
き
に
ま
だ
受

け
取
っ
て
い
な
い
年
金
や
、
亡
く

な
っ
た
日
よ
り
後
に
振
り
込
ま
れ

た
年
金
の
う
ち
、
亡
く
な
っ
た
月

分
ま
で
の
年
金
で
す
。

こ
の
年
金
は
、
亡
く
な
っ
た
方

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
遺
族

に
支
払
わ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
は
、
亡
く
な
っ
た
方

と
生
計
を
同
じ
く
し
て
い
た
配
偶

者
・
子
・
父
母
・
孫
・
祖
父
母
・

兄
弟
姉
妹
・
三
親
等
内
の
親
族

（
優
先
順
位
あ
り
、
同
一
順
位
が

複
数
人
の
場
合
は
そ
の
代
表
）
に

対
し
て
支
払
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
共
済
年
金
は
、
亡
く

な
っ
た
方
に
よ
っ
て
生
計
を
維
持

し
て
い
た
配
偶
者
・
子
・
父
母
・

孫
・
祖
父
母
・
遺
族
が
な
い
と
き

は
相
続
人
（
優
先
順
位
あ
り
、
同

一
順
位
が
複
数
人
の
場
合
は
そ
の

代
表
）
に
対
し
て
支
払
わ
れ
て
い

ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
共
済
年

金
を
厚
生
年
金
に
揃
え
ま
し
た
。

三
、
在
職
老
齢
年
金
の
支
給
停
止

を
統
一

在
職
老
齢
年
金
と
は
、
厚
生
年

金
に
加
入
し
て
六
十
歳
以
降
も
働

き
な
が
ら
受
け
る
老
齢
厚
生
年
金

で
す
。
こ
の
よ
う
な
働
き
方
を
す

る
場
合
、
年
金
の
一
部
ま
た
は
全

額
が
支
給
停
止
さ
れ
ま
す
。

厚
生
年
金
は
、
六
十
歳
か
ら
六

十
五
歳
ま
で
の
間
は
、
賃
金
と
年

金
額
の
合
計
額
が
二
十
八
万
円
を

超
え
る
と
き
に
年
金
の
一
部
が
支

給
停
止
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
共
済
年
金
は
、
厚
生

年
金
に
加
入
し
て
六
十
歳
以
降
も

働
き
な
が
ら
退
職
共
済
年
金
を
受

け
取
る
場
合
は
、
賃
金
と
年
金
額

の
合
計
額
が
四
十
六
万
円
を
超
え

な
け
れ
ば
年
金
の
一
部
が
支
給
停

止
さ
れ
ず
、
共
済
組
合
に
加
入
す

る
場
合
に
そ
の
合
計
額
が
二
十
八

万
円
を
超
え
る
と
き
に
年
金
の
一

部
が
支
給
停
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
共
済
組

合
に
加
入
し
て
六
十
歳
以
降
も
働

く
方
は
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
こ

と
と
な
り
、
賃
金
と
年
金
額
の
合

計
額
が
二
十
八
万
円
を
超
え
る
と

き
に
年
金
の
一
部
支
給
停
止
が
行

わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
平
成
二
十
七
年
九
月

三
十
日
ま
で
に
す
で
に
退
職
共
済

年
金
を
受
け
て
い
る
方
に
対
し
て

は
、
激
変
緩
和
措
置
が
適
用
さ
れ

ま
す
。

四
、
障
害
給
付
の
納
付
要
件
を

統
一

障
害
年
金
は
、
病
気
が
ケ
ガ
で

医
師
の
診
察
を
受
け
た
日
を
初
診

日
と
し
て
、
そ
の
日
に
加
入
し
て

い
た
年
金
制
度
に
請
求
手
続
き
を

行
い
ま
す
。

厚
生
年
金
は
、
初
診
日
の
属
す

る
月
の
前
々
月
ま
で
の
保
険
料
納

付
済
期
間
及
び
保
険
料
免
除
期
間

を
合
算
し
た
期
間
が
三
分
の
二
以

上
必
要
（
※
特
例
あ
り
）
で
す
。

し
か
し
、
共
済
年
金
は
、
こ
の

よ
う
な
保
険
料
納
付
要
件
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

今
回
の
改

正
に
よ
り
、

共
済
年
金
も

同
一
の
保
険

料
納
付
要
件

が
適
用
さ
れ

ま
す
。

五
、
遺
族
年
金
の
転
給
を
統
一

厚
生
年
金
は
、
遺
族
厚
生
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
が
亡
く
な
っ

た
場
合
や
再
婚
し
た
場
合
に
失
権

（
年
金
受
給
権
利
失
う
こ
と
）
し

ま
す
。
失
権
す
る
と
他
の
方
に
受

給
権
が
移
動
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

し
か
し
、
共
済
年
金
は
、
遺
族

共
済
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方

（
先
順
位
者
）
が
亡
く
な
っ
た
り
、

再
婚
し
て
失
権
し
た
場
合
、
次
順

位
者
に
支
給
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

例
え
ば
、
遺
族
年
金
受
給
中
の

子
供
の
い
な
い
妻
が
死
亡
し
た
と

き
に
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
父

母
等
に
遺
族
共
済
年
金
が
支
給
さ

れ
ま
し
た
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
共
済

年
金
を
厚
生
年
金
に
揃
え
、
転
給

制
度
を
廃
止
し
ま
し
た
。
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被
用
者
年
金
と
は
、
公
的
年
金
の
う
ち
、
民
間
企
業

の
従
業
員
や
官
公
庁
の
公
務
員
な
ど
の
労
働
者
が
加
入

す
る
年
金
（
厚
生
年
金
保
険
、
国
家
公
務
員
共
済
、
地

方
公
務
員
共
済
、
私
立
学
校
教
職
員
共
済
）
で
す
。

被
用
者
年
金
一
元
化
は
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
に
関
連
し
た
年
金
制
度
の
改
正
の
一
つ
で
、
共
済
と

厚
生
年
金
の
負
担
や
給
付
の
仕
組
み
を
統
一
す
る
こ
と

で
す
。
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
に
被
用
者
年
金
一
元

化
法
が
施
行
さ
れ
、
一
元
化
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
回
の
被
用
者
年
金
一
元
化
に
よ
り
年
金
制
度
が
ど

の
よ
う
に
改
正
さ
れ
た
の
か
、
複
数
回
に
分
け
て
紹
介

し
て
い
ま
す
。

改
正
点
そ
の
三



平
成
二
十
七
年
五
月
二
十
七
日

に
成
立
し
た
医
療
保
険
制
度
改
革

法
に
よ
り
、
平
成
二
十
八
年
四
月

一
日
か
ら
健
康
保
険
及
び
船
員
保

険
の
保
険
料
の
算
定
の
基
礎
と
な

る
標
準
報
酬
月
額
の
上
限
額
が
引

き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

現
在
は
、

標
準
報
酬
月
額
が

四
十
七
等
級
（
上
限
百
二
十
一
万

円
、
下
限
五
万
八
千
万
円
）
で
す

が
、
改
正
後
は
五
十
等
級
（
上
限

百
三
十
九
万
円
、
下
限
五
万
八
千

万
円
）
と
な
る
予
定
で
す
。
（
表

一
参
照
）

ま
た
、
標
準
賞
与
額
も
あ
わ
せ

て
見
直
さ
れ
、
現
在
の
年
間
上
限

五
百
四
十
万
円
か
ら
五
百
七
十
三

万
円
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で

す
。そ

の
ほ
か
、
給
付
面
で
は
、
入

院
時
の
食
事
代
（
入
院
時
食
事
療

養
費
）
が
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら

れ
ま
す
。
（
表
二
参
照
）

食
材
費
に
調
理
費
を
加
算
し
て
、

入
院
と
在
宅
療
養
の
負
担
の
公
平

を
図
る
と
の
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、

難
病
、
小
児
慢
性
特
定
疾
病
患
者

は
、
平
成
二
十
七
年
一
月
か
ら
原

則
自
己
負
担
と
な
っ
た
た
め
、
負

担
額
は
据
え
置
か
れ
ま
す
。

十
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
源
泉
徴
収
税
額
・
住
民
税
特
別

徴
収
税
額
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

十
六
日
か
ら
三
月
十
五
日
ま
で

○
所
得
税
の
確
定
申
告
受
付

［
税
務
署
］

二
十
九
日

○
じ
ん
肺
健
康
管
理
実
施
状
況
報

告
の
提
出

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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連
日
最
低
気
温
が
氷
点
下
の

中
、
カ
ネ
ノ
ナ
ル
キ
と
ニ
ン
ジ

ン
ガ
ジ
ュ
マ
ル
（
観
葉
植
物
）

が
凍
傷
に
な
り
ま
し
た
。
水
や

り
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
悪
か
っ
た

よ
う
で
、
根
腐
れ
を
起
こ
し
て

い
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

何
と
か
回
復
し
て
く
れ
る
の

を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
様

子
を
見
な
が
ら
反
省
し
き
り
の

毎
日
で
す
。

（
ぎ
ん
）

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-611-5300

〒612-8017
京都市伏見区桃山南大島町1-4-41-504

編
集
後
記

等 級等 級 標準報酬月額 標準報酬月額賃 金 賃 金

現 行 平成28年4月から

平成28年4月から 平成30年4月から現 行

第47級 第47級

第48級

第49級

第50級

1,210,000円 1,210,000円

1,270,000円

1,330,000円

1,390,000円

1,175千円以上

1,235千円未満

1,175千円以上

1,235千円未満

1,235千円以上

1,295千円未満

1,295千円以上

1,355千円未満

1,355千円以上

追加される等級

負担額

（１食）

負担額

（１食）

負担額

（１食）

一般所得 一般所得 一般所得

低所得Ⅱ（住民税非課税）

低所得Ⅰ

（住民税非課税で一定所得以下）

260円

210円

100円

360円 460円

据え置き

（表1）

（表2）

二
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］


